
2016,8,28        金糞岳・白倉岳トレッキング記録 

 登山口で雨になりましたが、しばらくして止みました。お花が多く，お花好きの方は何回もご参加くださる山です。今

回もたくさんのお花に出会いました。これ何の花、はじめて見るね。などワイワイガヤガヤ・・でした。帰って調べてみ

ると、”オノエラン“でした。今日は、ガスがかかり、眺望は望めず残念でしたが、すばらしい幻想的な雰囲気のブナ原

生林を楽しみました。Ｎさん「今日の雰囲気もいいね。・・」。「雨のブナ原生林はすばらしいですよ。ブナが集めて自然

の水道が楽しめます・・」など会話も弾みました。今日も自然に感謝。出会いに感謝の一日でした。（２ページ） 

◆金糞岳（かなくそだけ・きんぶんだけ）1317m  伊吹山地に属する 

◆歴史 かって滋賀県側の麓では「ノタ」「ミタニ」と呼ばれていた。草野川東俣谷に古い鉱山跡があり、周辺には 

    製鉄遺跡がある。鉱石を溶精する際に生じる金糞（かなくそ）が山名の由来であるとする説がある。1824

年の古絵図には、「カナスソが嶽」と記載されている。民話の「伊吹山の話」で、伊吹山に首を切られて伊

吹山より低い山になったと伝えられている。 

◆トレッキング記録 

        

 登山口              ブナ原生林           金糞岳山頂 1317m             白倉岳方面へ 

     

 白倉岳山頂 1270,7m         クワガタがいたよ 足元に注意して  幻想的なブナ原生林      もうすぐ林道へ下山 

◆自然観察 

     

クワガタがいたよ               元気に越冬してね。   ブナの木のにわか水道      オノエラン         シロヨメナ       

       

カニコウモリ        ツクバネソウ                   フウリンウメモドキ              オトギリソウ      （次ページへ）     

こんなに勢い良く 

流れています 
立派なクワガタ 

観察後は、自然界へ 

お元気で・・・ 

初めて、お出会いし

ました。超感動・・ 

「霧のかかったブナ原生林も素敵ね」 



    

  ミヤマシグレ            タムシバの来年の蕾         タブシバの実               リンドウ 

    

 カラスシキミ      ヤマボウシの実         サラシナショウマ        ヤマジノホトトギス 

    

  オトコエシ       テンニンソウ       キツリフネ             フシグロセンノウ 

    

 オオカメノキの蕾            ホツツジ         アキノキリンソウ     クロバナヒキオコシ 

“うさぎ“さんがたくさんいます。 

耳は葉になり、顔は花（白い花）になります。 

来春、綺麗なお花が咲きます。 

来春、白い花を咲かせます.厳しい冬をジット

耐え、きれいなお花を咲かせます 

ウサギみたいでしょう 


